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１
．
地
域
の
実
状
を
反
映
し
た
町
政
の
推
進

・「
都
市
と
異
な
る
産
業
構
造
を
持
つ
地
方
で
の
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
施
策
の
実
現
」
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
「
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、
水
耕
栽
培
ハ
ウ

ス
の
建
設
」。
こ
れ
ら
の
施
設
の
稼
働
を
軌
道
に
載
せ
な
が
ら
、
農
業
、
教
育
、
医
療
と
福
祉
、

観
光
と
Ｉ
Ｔ
の
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
力
強
く
進

め
ま
す
。

２
．
農
業
振
興
及
び
第
６
次
産
業
化
の
推
進

・
島
の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
関
し
て
、
管
理
作
業
の
徹
底
、
土
づ
く
り
の
充
実
に

よ
る
反
収
ア
ッ
プ
を
優
先
的
に
進
め
、
農
家
の
方
々
が
安
心
し
て
農
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
構
築
に
務
め
ま
す
。

・
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
館
」
で
は
、
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
様
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
を
進
め
な
が
ら
、特
産
品
の
販
路
拡
大
、並
び
に
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
飼
料
の
品
質
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
安
価
な
商
品
提
供
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

３
．
教
育
向
上
に
よ
る
個
性
豊
か
な
人
材
育
成

・
か
つ
て
数
多
く
の
人
材
輩
出
し
た
「
学
士
村
」
の
再
興
を
目
標
に
、「
学
士
村
塾
」「
向
学
塾
」

を
継
続
実
施
し
、
教
師
の
人
材
確
保
と
教
育
力
の
格
差
は
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
充
実
に
よ
り
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
を
目
標
に
し
ま
す
。

・
社
会
教
育
の
面
で
は
、
各
自
の
個
性
を
尊
重
し
、
価
値
の
多
様
性
に
対
応
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り

・
島
内
３
町
と
関
係
機
関
で
作
る
「
徳
之
島
の
医
療
・
福
祉
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
、
医
師
等

の
確
保
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
守
り
ま
す
。

・
都
市
部
か
ら
福
祉
施
設
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

・
雇
用
弱
者
で
あ
る
障
が
い
者
の
労
働
環
境
が
、
全
て
島
内
に
お
い
て
完
結
で
き
る
地
域
を
目

指
し
ま
す
。

５
．
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

・
島
内
の
自
然
保
護
、
環
境
保
全
と
観
光
産
業
の
両
立
を
目
指
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

６
．
地
方
創
生
の
実
現

・
企
業
誘
致
の
面
で
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
の
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
起
業
家
人
材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

７
．
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
た
地
域
連
携
の
強
化

・
外
来
種
対
策
と
希
少
種
の
保
護
・
保
全
、
地
域
の
機
運
醸
成
に
対
し
て
は
、
着
々
と
進
め
な

が
ら
確
実
に
課
題
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

８
．
む
す
び
に

私
は
３
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
夢
か
な
え
る
島
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年

間
、
取
り
組
ん
で
来
た
各
種
施
策
を
力
強
く
進
め
、
農
業
、
教
育
、
医
療
と
福
祉
、
観
光
と
Ｉ

Ｔ
の
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
る
こ
と
は
、

将
来
を
展
望
し
た
上
で
町
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
施
政
方
針
で
も
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
私
自
身
も
「
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

住
民
が
個
性
を
発
揮
し
、心
か
ら
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
の
実
現
に
向
け
て
、議
会
の
皆
様
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
第
16
代
徳
之

島
町
長
就
任
の
所
信
表
明
と
致
し
ま
す
。

町
長
就
任
３
期
目
の
ご
あ
い
さ
つ

夢
を
か
な
え
る
島
へ

徳
之
島
町
長

高
岡　

秀
規
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１
．
地
域
の
実
状
を
反
映
し
た
町
政
の
推
進

・「
都
市
と
異
な
る
産
業
構
造
を
持
つ
地
方
で
の
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
施
策
の
実
現
」
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
「
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、
水
耕
栽
培
ハ
ウ

ス
の
建
設
」。
こ
れ
ら
の
施
設
の
稼
働
を
軌
道
に
載
せ
な
が
ら
、
農
業
、
教
育
、
医
療
と
福
祉
、

観
光
と
Ｉ
Ｔ
の
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
力
強
く
進

め
ま
す
。

２
．
農
業
振
興
及
び
第
６
次
産
業
化
の
推
進

・
島
の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
関
し
て
、
管
理
作
業
の
徹
底
、
土
づ
く
り
の
充
実
に

よ
る
反
収
ア
ッ
プ
を
優
先
的
に
進
め
、
農
家
の
方
々
が
安
心
し
て
農
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
構
築
に
務
め
ま
す
。

・
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
館
」
で
は
、
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
様
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
を
進
め
な
が
ら
、特
産
品
の
販
路
拡
大
、並
び
に
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
飼
料
の
品
質
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
安
価
な
商
品
提
供
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

３
．
教
育
向
上
に
よ
る
個
性
豊
か
な
人
材
育
成

・
か
つ
て
数
多
く
の
人
材
輩
出
し
た
「
学
士
村
」
の
再
興
を
目
標
に
、「
学
士
村
塾
」「
向
学
塾
」

を
継
続
実
施
し
、
教
師
の
人
材
確
保
と
教
育
力
の
格
差
は
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
充
実
に
よ
り
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
を
目
標
に
し
ま
す
。

・
社
会
教
育
の
面
で
は
、
各
自
の
個
性
を
尊
重
し
、
価
値
の
多
様
性
に
対
応
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り

・
島
内
３
町
と
関
係
機
関
で
作
る
「
徳
之
島
の
医
療
・
福
祉
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
、
医
師
等

の
確
保
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
守
り
ま
す
。

・
都
市
部
か
ら
福
祉
施
設
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

・
雇
用
弱
者
で
あ
る
障
が
い
者
の
労
働
環
境
が
、
全
て
島
内
に
お
い
て
完
結
で
き
る
地
域
を
目

指
し
ま
す
。

５
．
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

・
島
内
の
自
然
保
護
、
環
境
保
全
と
観
光
産
業
の
両
立
を
目
指
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

６
．
地
方
創
生
の
実
現

・
企
業
誘
致
の
面
で
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
の
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
起
業
家
人
材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

７
．
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
た
地
域
連
携
の
強
化

・
外
来
種
対
策
と
希
少
種
の
保
護
・
保
全
、
地
域
の
機
運
醸
成
に
対
し
て
は
、
着
々
と
進
め
な

が
ら
確
実
に
課
題
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

８
．
む
す
び
に

私
は
３
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
夢
か
な
え
る
島
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年

間
、
取
り
組
ん
で
来
た
各
種
施
策
を
力
強
く
進
め
、
農
業
、
教
育
、
医
療
と
福
祉
、
観
光
と
Ｉ

Ｔ
の
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
る
こ
と
は
、

将
来
を
展
望
し
た
上
で
町
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
施
政
方
針
で
も
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
私
自
身
も
「
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

住
民
が
個
性
を
発
揮
し
、心
か
ら
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
の
実
現
に
向
け
て
、議
会
の
皆
様
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
第
16
代
徳
之

島
町
長
就
任
の
所
信
表
明
と
致
し
ま
す
。

記
録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
12
号
に
よ

り
、
町
内
の
井
之
川
か
ら
南
原
に
か
け
る
南
部
地
域

で
多
く
の
家
屋
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
的
な
被
害
が
無
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
安
堵
し

て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
被
害

対
策
に
加
え
、
想
定
外
の
災
害
に
対
す
る
体
制
強
化

に
努
め
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
さ
る
７
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の

皆
様
方
の
信
任
を
得
、
３
期
目
の
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
各

位
を
は
じ
め
各
方
面
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

方
の
負
託
に
応
え
地
域
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
お

約
束
い
た
し
ま
す
。
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地
元
の
機
運
醸
成
を
目
指
し
て

町
で
は
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

目
指
し
て
地
域
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、

遺
産
価
値
の
活
用
と
保
存
を
図
る
た
め
、
徳
之
島
町
世

界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

徳
之
島
町
世
界
自
然
遺
産
登
録

推
進
協
議
会
に
つ
い
て

■
設
置
目
的

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
各
種
調
査
の
実
施
並
び

に
機
運
の
醸
成
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
協
議

し
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
事
業
の
推
進
を
図
る
。

■
役
割

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
各
分
野
の
取
組
状
況
に

関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
、
町
民
の
遺
産
の
保
存
・
保
護
・
活
用
に
向
け

た
取
組
み
に
関
す
る
こ
と

■
推
進
協
議
会
の
拡
充
と
部
会
の
設
置

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
た
め
、行
政
や
地
域
・

民
間
の
団
体
の
方
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
次

の
部
会
を
設
置
す
る
。

・
情
報
発
信
部
会
…
町
内
の
機
運
醸
成
及
び
町
内
外
へ
の

情
報
発
信

・
調
査
研
究
部
会
…
調
査
研
究
の
実
施
、
提
案
書
の
作
成

・
保
存
管
理
活
用
部
会
…
包
括
的
な
保
存
管
理
計
画
の
策

定
・
保
全
活
動
の
実
施

世界自然遺産登録への歩み　　第17回

平
成
27
年
度
第
１
回
会
合
（
平
成
27
年
７
月
29
日
開
催
）
に
つ
い
て

町
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
と
し
て
徳
之
島

町
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
第
１
回
会
合
を
７
月
29
日
に
町
役
場
会
議
室

で
開
き
ま
し
た
。
委
員
は
、
町
の
関
係
課
職
員
と
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
た
募
集
に
応
じ
た
公
募
委
員
も
含
め
20
名
で
構
成
。
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た
課
題
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
同
協
議
会
長
の
高
岡
秀
規
町
長
は
「
国
立
公
園
指
定
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
我
々
が
具
体
的
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

地
域
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

出
し
て
頂
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。事
務
局
が
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
対
す
る
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
各
課
に
お
け
る
環
境
保
全
や

自
然
保
護
、
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
状
況
と

課
題
な
ど
に
つ
い
て
担
当
者
が
報
告
。
委
員

か
ら
は
、「
環
境
問
題
は
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

環
境
整
備
に
対
す
る
標
語
の
よ
う
な
も
の
を

ま
と
め
て
取
り
組
め
ば
、
意
識
も
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
」「
島
内
３
町
と
県
の
動
き
が
連

携
し
、
情
報
の
共
有
と
提
供
を
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
提
案
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
回
の
協
議
会
の
内
容
を
踏
ま

え
、
各
課
及
び
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
各
課
題
に
優
先
順
位
を
付
け
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
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講
演
会
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議
会
で
は
、
元
環
境
省
の
自
然
環
境
局
長
で
現
在
は
鹿

児
島
大
学
特
任
教
授
で
あ
る
星
野
一
昭
先
生
を
お
招
き
し
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
年
、
世
界
自
然
遺
産
の
地
域
に
携
わ
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
を
も
と
に
「
奄
美
・

琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
地
域
社
会
が
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

〔
星ほ

し

野の

一か
ず

昭あ
き

特
任
教
授
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

平
成
９
年
か
ら
３
年
間
は
、
鹿
児
島
県
の
自
然
保
護
担
当
課
長
と

し
て
、
世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
屋
久
島
の
山
岳
地
域
の
保
全
や
世

界
自
然
遺
産
に
関
す
る
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
担
当
。
知
床
が

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
前
後
２
年
間
は
、
釧
路
自
然
環
境
事

務
所
長
と
し
て
、
漁
民
な
ど
地
元
住
民
と
の
調
整
責
任
者
の
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

本
省
野
生
生
物
課
長
と
し
て
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
な
ど
希
少
野
生

生
物
の
保
護
を
担
当
し
た
後
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
は
、
環
境
省
担
当
課
長
と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。

奄
美
琉
球
地
域
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
環
境
省
の
実
務

責
任
者
で
あ
る
自
然
環
境
局
長
を
最
後
に
、
平
成
26
年
７
月
に
退
職
。

本
年
４
月
か
ら
、
鹿
児
島
環
境
学
を
担
当
す
る
特
任
教
授
と
し
て
鹿

児
島
大
学
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
町
内
史
跡
巡
り
」
は
、
紙
面
の
都
合
で
休
載
し
ま
し
た
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

徳
之
島
町
役
場
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

担
当
：
遠
藤



– 6 –広報とくのしま 2015 年 9月号

第 34回　どんどん祭り第34回　どんどん祭り

徳
之
島
町
の
「
第
34
回
ど
ん
ど
ん
祭
り
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
８
月
８
日
と
９
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

８
月
８
日
は
二
年
ぶ
り
の
パ
レ
ー
ド
や
ち
び
っ
こ
相

撲
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
会
場
に
は
沢
山
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
亀
徳
新
港
で
開
催
さ
れ
た
郷
土

芸
能
で
は
、「
民
謡
・
民
舞
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
区
田
植

え
踊
り
保
存
会
の
田
植
え
踊
り
や
島
唄
、
空
手
の
演
武

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
９
日
の
芸
能
大
会
は
、高
校
生
バ
ン
ド
「
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ン
」
の
演
奏
で
開
幕
。
島
内
の
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
身
近
な
出
演
者

に
観
客
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
奄
美
市
笠
利
町
出
身

の
２
人
組
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
カ
サ
リ
ン
チ
ュ
」
の
登
場

に
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
大
勢
の
人

が
合
い
の
手
や
手
拍
子
を
と
り
、
会
場
全
体
で
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
後
日
開
催
の
花
火
大
会
や
ハ
ー
レ
ー
舟
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
は
10
月
号
で
掲
載
し
ま
す
）
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町
総
合
運
動
公
園
内
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

で
７
月
22
日
、
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
の
４
年
生
か
ら

６
年
生
の
児
童
が
新
た
な
記
録
作
り
に
挑

み
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
挙
手

し
プ
ー
ル
に
入
水
。
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト

ル
音
で
一
斉
に
泳
ぎ
だ
し
、
力
強
く
進
み

ま
し
た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
児
童
や
観
客

席
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
記
録
更
新
を
目

指
し
て
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
多
く
13
個
の
新
記

録
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
記
録
達
成
の

放
送
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
会
場
に

は
大
き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

町小学校水泳記録会
新記録を多数樹立

山
漁
港
で
８
月
２
日
、
海
の
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
「
親
子
釣
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
48
名
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、

晴
天
の
下
、
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
思
い
思
い
の
場
所
で
、
家
族

や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
磯
釣
り
を
し
ま
し

た
。
初
体
験
の
参
加
者
は
、
餌
の
つ
け
方

や
打
ち
込
み
な
ど
の
方
法
を
教
わ
り
、
魚

釣
り
に
挑
戦
。
カ
ン
モ
ン
ハ
タ
や
ア
ジ
、

ア
オ
ス
ジ
エ
ビ
ス
な
ど
の
魚
が
釣
り
あ
げ

ら
れ
る
と
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
釣

り
大
会
後
は
、
海
の
清
掃
を
行
い
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
し
ま
し
た
。

釣
果
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
者

は
家
族
や
仲
間
で
自
然
に
触
れ
合
い
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

海のアドベンチャー「親子釣り大会」
家族一緒に夏の海で遊ぼう！

町
内
の
手
々
集
落
で
７
月
20
日
、
住
民

総
出
の
稲
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
19
日
に
昔
な
が
ら
の
ユ
イ
ワ
ク
（
共

同
作
業
）
に
よ
る
「
田
植
え
祭
り
」
で
植

え
た
苗
の
収
穫
に
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

水
田
は
約
８
ア
ー
ル
で
、
も
ち
米
の
苗

を
育
て
ま
し
た
。
昨
年
は
、
20
㎏
入
り
の

袋
で
５
袋
以
上
あ
っ
た
も
の
の
、
今
年
は

網
目
の
大
き
い
防
鳥
ネ
ッ
ト
し
か
確
保
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
予
想
以
上
の
ス
ズ
メ

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

全
員
で
集
め
た
稲
は
一
斉
に
脱
穀
さ

れ
、
乾
燥
後
に
も
み
殻
を
取
り
、
餅
を
つ

い
て
ム
チ
タ
ボ
リ
な
ど
の
集
落
行
事
で
配

布
さ
れ
ま
す
。

手々集落で稲刈り
住民総出で稲刈り

８
月
３
日
、
徳
之
島
町
役
場
前
で
サ
ト

ウ
キ
ビ
夏
植
え
推
進
出
発
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
農
家
や
関
係
団
体
な

ど
か
ら
約
80
人
が
参
加
し
、
４
期
連
続
の

不
作
を
覆
す
豊
作
を
目
指
そ
う
と
気
勢
を

上
げ
ま
し
た
。
目
標
栽
培
面
積
は
１
８
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
今
期
生
産
量
は
５
・
８
万

ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

南
西
糖
業
徳
之
島
事
業
本
部
の
岩
淵
達

夫
本
部
長
は
「
昔
な
が
ら
の
土
づ
く
り
、

早
期
栽
培
、
定
期
的
な
管
理
が
自
然
災
害

を
軽
微
に
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
成
長
を
促

す
」
と
呼
び
か
け
、
町
職
員
の
掛
け
声
で

「
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
目
標
達
成
を

誓
い
ま
し
た
。

サトウキビ夏植え推進出発式
4 期連続の不作を覆す豊作を
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町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
８
月

６
日
、「
し
ま
っ
子
ガ
イ
ド
学
習
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
県
立
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科
の
西
村
千
尋
教
授
が
「
若

年
層
を
中
心
に
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
の

可
能
性
」
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

西
村
教
授
は
若
年
層
を
対
象
と
し
た
ひ

と
づ
く
り
の
事
例
と
し
て
、
三
重
県
鳥
羽

市
菅
島
の
「
し
ま
っ
子
ガ
イ
ド
」
を
紹
介
。

小
学
校
の
教
育
課
程
に
組
み
込
ま
れ
た
ガ

イ
ド
実
行
ま
で
の
過
程
か
ら
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
教
材
と
し
た
学
校
教
育
の
可
能

性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
奄
美
出
身

の
西
村
教
授
は
、「
他
の
島
々
と
は
違
う

魅
力
を
活
か
し
、
徳
之
島
独
自
の
観
光
地

域
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

島っ子ガイド学習会
若者が担う観光地域づくり

町
立
図
書
館
主
催
の
「
七
夕
ま
つ
り
」

が
８
月
６
日
、
図
書
館
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ
な
ど
約
70
名
が
参

加
し
、
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
と
七
夕

飾
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
で
子
ど
も
達
は
、
七
夕
に

ち
な
ん
だ
大
型
絵
本
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
の
読
み
聞
か
せ
を
静
か
に
聞
き
い
っ

て
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
後
は
、
図
書
館
の
用
意
し

た
笹
や
お
り
紙
な
ど
を
使
っ
て
七
夕
飾
り

を
作
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
七
夕
飾
り
が

美
し
く
風
に
な
び
く
様
子
を
見
て
、
子
ど

も
達
に
は
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

町立図書館「七夕まつり」
七夕の季節を楽しむ

８
月
７
日
、
東
区
公
民
館
で
武
蔵
野
大

学
（
東
京
都
江
東
区
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
「
徳
之
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開
村
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
業
実
習
や
就

業
体
験
な
ど
を
通
し
徳
之
島
の
農
業
や
自

然
文
化
な
ど
を
学
び
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
制
作
な
ど
に
よ
り
島
の
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
目
的
。
63
名
の
学
生
が
各
班
に

分
か
れ
て
１
週
間
程
度
滞
在
し
、
果
樹
や

畜
産
な
ど
の
農
業
体
験
、
町
役
場
や
観
光

連
盟
で
の
就
業
体
験
、
世
界
自
然
遺
産
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。

武蔵野大学「徳之島プロジェクト」開村式
島外の視点から島の利点を見出す

町
文
化
会
館
で
８
月
10
日
、「
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
を
救
う
に
は
―
総
合
診
療

と
地
域
医
療
の
あ
り
方
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
合
診
療
医

３
名
が
「
総
合
診
療
」
に
つ
い
て
講
演
。

島
内
か
ら
医
療
従
事
者
や
行
政
機
関
関
係

者
、
住
民
な
ど
約
５
０
０
名
が
傍
聴
し
、

へ
き
地
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

専
門
分
野
の
壁
を
越
え
様
々
な
病
気
を

包
括
的
に
診
療
す
る
「
総
合
診
療
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

現
役
総
合
診
療
医
３
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
や
考
え
を
講
話
。
同
診
療
体
制
が
遠
隔

地
で
の
地
域
医
療
や
災
害
医
療
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

総合診療講演会
医療の在り方を再考する
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畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
７
月
19
日
、
亀

津
学
童
保
育
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
の
学
童
ク

ラ
ブ
と
保
護
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
の
中
、
砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

ゴ
ミ
を
全
員
で
協
力
し
て
拾
い
ま
し
た
。

自
ら
の
手
で
ご
み
を
集
め
る
こ
と
で
、

き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
様
で
す
。
ま
た
、
ヤ
ド
カ
リ
や

カ
ニ
な
ど
の
生
き
物
を
観
察
し
、
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な
海
を

守
り
続
け
た
い
」
な
ど
親
子
で
様
々
な
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

亀津保育園学童保育「海のボランティア清掃」
きれいな海を守り続けよう！

徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
７
月

22
日
、
島
内
３
町
の
医
療
介
護
の
関
係
者

約
50
名
が
参
加
し
、
第
１
回
在
宅
医
療
介

護
連
携
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
上
病
院
の
宮
上
寛
之
院
長
に
よ
る

「
医
療
と
介
護
の
連
携
～
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
～
」
と
題
し

た
講
話
の
後
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

島
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、「
在
宅
で
は
、
本
人
ら
し

い
暮
ら
し
を
中
心
に
し
た
ケ
ア
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
良
い
面
が
あ
る
」「
島

で
も
訪
問
看
護
や
介
護
の
連
携
で
最
後
ま

で
暮
ら
す
こ
と
は
可
能
。
地
域
の
方
々
に

も
っ
と
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第１回在宅医療介護連携検討会
地域包括ケアシステム構築へ

町
学
習
セ
ン
タ
ー
で
８
月
17
日
、「
夏
休

み
向
学
塾
中
学
生
の
部
開
講
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
６
年
目
を
迎
え
る

向
学
塾
は
、
町
内
の
中
学
生
27
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

11
名
の
鹿
児
島
大
学
の
学
生
を
講
師
と
し

て
招
へ
い
し
、
８
月
17
日
か
ら
８
月
29
日

ま
で
の
日
曜
日
を
除
く
午
後
２
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、花
徳
教
室
（
花
徳
生
活
館
）・

亀
津
教
室
（
町
学
習
セ
ン
タ
ー
）
の
二
教

室
で
実
施
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
で
も
、
夏
休
み
の
22
日

間
、
教
員
免
許
を
持
っ
た
町
内
の
講
師
が

指
導
。
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
た
学
習
で
、

学
力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

向学塾中学生の部開校式
現役鹿大生からの指導に期待

８
月
10
日
、
徳
之
島
町
と
天
城
町
の
町

境
の
畑
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

同
日
、町
内
の
住
民
の
方
か
ら
「
変
わ
っ

た
ツ
ル
が
い
る
」
と
の
連
絡
を
受
け
、
轟

木
と
天
下
茶
屋
付
近
の
畑
で
大
型
の
鳥
を

発
見
。
体
毛
色
や
眼
周
り
の
赤
色
な
ど
の

特
徴
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
確
認
さ
れ
ま
し

た
。確

認
さ
れ
た
個
体
は
、
天
城
町
を
住
み

家
と
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
体
が
大
き
く
沢

山
の
エ
サ
が
必
要
な
た
め
、
天
城
町
を
拠

点
に
広
範
囲
で
狩
猟
活
動
し
て
い
る
様
で

す
。
畑
や
牧
草
地
で
の
観
察
時
に
は
、
時

折
く
ち
ば
し
で
草
む
ら
を
つ
つ
き
、
虫
な

ど
を
捕
食
し
て
い
ま
し
た
。

コウノトリを確認
堂々とした風格で飛行
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住宅

亀
津
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
「
ゆ
う
な
住
宅
」

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

■
住
宅
名　

ゆ
う
な
住
宅

■
所
在
地　

徳
之
島
町
亀
津

３
０
９
２
番
６
（
亀
津
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
）

■
募
集
期
間

平
成
27
年
９
月
１
日
～
15
日

■
選
考
方
法　

抽
選

■
入
居
開
始
日平

成
27
年
10
月
１
日

■
家
賃　

６
０
，
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
戸
数　

３
戸
の
う
ち
１
戸
（
３

階
）

◎
入
居
者
の
条
件

１
．
教
職
員
又
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
者
及
び
町
内

に
住
所
を
移
そ
う
と
す
る

者
２
．
家
賃
が
滞
り
な
く
納
付

で
き
る
見
込
み
の
者

３
．
連
帯
保
証
人
２
人
の
う

ち
、
１
人
は
入
居
者
と
同

等
以
上
の
収
入
の
あ
る
も

の
で
、
か
つ
町
内
に
住
所

を
有
す
る
者

４
．
地
方
税
等
の
各
種
税
金
、

使
用
料
等
の
滞
納
の
な
い

者
町
総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
）

問

丹
向
川

Ａコープ

カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園

県
・
合
同
庁
舎

旧法務局第二職員宿舎です

相談

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て
の
ご
案
内

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
、

役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

総
務
省
委
嘱　

行
政
相
談
委
員東

郷　

勇　

氏

携
帯
電
話

０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

徳
之
島
町
亀
徳
２
７
１
７
―
１

　9/15
～

10/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
９
月
16
日　年

金
相
談

（
南
区
公
民
館
）
13
時
～

■
９
月
17
日　年

金
相
談

（
花
徳
支
所
）
９
時
30
分
～

■
９
月
19
日　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
亀
津
児
童
公
園
）

■
９
月
20
日

運
動
会
及
び
体
育
祭

（
神
之
嶺
小
井
之
川
中
合
同
、

尾
母
小
中
、
手
々
小
中
）

■
９
月
26
日　

尾
母
「
ア
キ
ム
チ
」

■
９
月
27
日　

運
動
会

（
亀
徳
小
、
花
徳
小
、

母
間
小
、
亀
津
小
）

■
９
月
27
日
～
28
日

下
久
志
「
十
五
夜
」

■
10
月
11
日町

民
体
育
祭

（
総
合
運
動
公
園
）

■
10
月
14
日

小
学
校
陸
上
記
録
会

（
総
合
運
動
公
園
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

環境

ネ
コ
を
も
ら
い
た
い
方
は
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ネ
コ
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
し
た
貴
重
な
生
き
物
達
の
生
息

地
と
し
て
、
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

野
生
化
し
た
ネ
コ
『
ノ
ネ
コ
』
が
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ケ
ナ
ガ
ネ

ズ
ミ
、
ト
ク
ノ
シ
マ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
お
そ
う
被
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。

希
少
な
野
生
動
物
を
守
る
た
め
、
本
来
、
山
に
は
生
息
し
て
い
な
か
っ

た
は
ず
の
ネ
コ
を
捕
ま
え
て
飼
育
し
、
人
に
馴
れ
さ
せ
た
上
で
譲
渡
す

る
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ネ
コ
の
里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
中
で
す
！

【
飼
い
主
さ
ん
の
条
件
】

○
ネ
コ
が
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
責
任
持
っ
て

飼
っ
て
く
だ
さ
る
方

○
必
ず
室
内
で
飼
っ
て
く
だ
さ
る
方

※
お
渡
し
す
る
ネ
コ
は
全
て
避
妊
・
去
勢
手
術

済
み
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
す
。

※
徳
之
島
３
町
飼
い
猫
条
例
に
よ
り
、
役
場
で

の
飼
い
猫
登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
ま
す
。

担
当
窓
口

天
城
町
役
場
企
画
課

☎
85
―
５
１
７
１

町
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
２
）

問
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くらし

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
10
月
５
日
か
ら
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
10
月
５
日
か
ら
、
徳
之
島
町
に
住
民
票
を

有
す
る
人
に
『
通
知
カ
ー
ド
』
を
送
付
し
、
12
ケ
タ
の

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
通
知
カ
ー
ド
・
・
・
10
月
５
日
か
ら

『
通
知
カ
ー
ド
』
は
、
紙
製
の
カ
ー
ド
で
、
券
面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）、
通
称
名
（
外
国
人
で
通
称
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
顔
写
真
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
通
知
カ
ー
ド
は
住
民
票
の
住
所
に
、
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
送
ら
れ
ま
す
。
住
民

票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

所
の
異
動
届
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
行
政
機
関
の
窓
口
等
で
個
人
番

号
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
際
に
利
用
可
能
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
無
く
さ
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ
る
申
請
書
を
郵
送
す
る
な
ど
し

て
、
平
成
28
年
１
月
以
降
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
』
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
機
能
を
利
用

し
て
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

•

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
は
、
申
請
し
た
人
に
の
み
交
付
し
ま
す
。

•

平
成
27
年
10
月
か
ら
申
請
が
は
じ
ま
り
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
順
次
交
付
し
ま
す
。

•

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

•

初
回
の
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
（
再
発
行
を
す
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
）。

※
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民
票
の
住
所
地
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
「
居
所
情
報
登
録
申
請
書
」
を
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
の
市
区
町
村
に
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。・
・
・
８
月
24
日
～
９
月
25
日

【
申
請
が
必
要
な
方
】

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住
所
地
以
外
の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

○
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の
居
所
に

移
動
さ
れ
て
い
る
方

○
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療
機
関
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

【
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ご
質
問
は
、
下
記
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
（
日
本
語
窓
口
）
０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７
８

☎
（
外
国
語
窓
口
）
０
５
７
０
１
―
２
０
―
０
２
９
１

平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
０
５
０
―
３
８
１
６

―
９
４
０
５
ま
で
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
に
つ
い
て
の
詳
細
、最
新
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
国
（
内
閣
府
）

の
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
内
閣
府
）「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

詳
し
く
は
、
広
報
と
一
緒
に
配
布
し

て
い
る
別
紙
『
よ
く
分
か
る
！
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
）

問
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安全

そ
ば
に
寄
ら
な
い
で
！
感
電
注
意
! !

電
気
柵
で
の
事
故
に
注
意
！

電
気
柵
に
よ
る
感
電
死
亡
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
内
各

所
に
も
農
作
物
の
被
害
防
止
や

家
畜
の
脱
出
を
防
止
す
る
た
め

電
気
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
柵
の
付
近
を
通
行
す
る

際
に
は
、
線
に
触
れ
な
い
よ
う

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
お
子
さ
ま
が
線
に
触
れ
な
い

よ
う
に
大
人
の
方
々
に
は
目
配

り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
、
ま

た
は
設
置
し
て
い
る
農
業
者
の

皆
様
は
漏
電
対
策
を
行
い
、
周

囲
の
人
が
容
易
に
確
認
で
き
る

位
置
や
間
隔
、
見
や
す
い
文
字

で
看
板
等
の
危
険
表
示
を
行
い
、

適
切
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
農
林
水
産
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
４
２
）

問

納税

確
実
！
便
利
！

納
税
は
口
座
振
替(

自
動
払
込)

を
！

～
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替(

自
動
払
込)

を

お
勧
め
し
ま
す
～

「
口
座
振
替
」
は
皆
さ
ん
が
指
定
し
た
預
貯
金
の
口
座
か
ら
、
町

税
を
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
す
る
も
の
で
す
。
日
頃
忙
し
く

時
間
の
取
れ
な
い
人
や
、
納
付
場
所
ま
で
行
く
の
に
困
難
な
人
に

は
と
て
も
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
引
き
落
と
し
の
場
合
25
日
、
そ
の
他
銀
行
引
き

落
と
し
の
場
合
28
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
今
年
度
の
引
落
し
月
〉

10
月

・
町
県
民
税
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
３
期

12
月

・
固
定
資
産
税
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
４
期

１
月

・
町
県
民
税
４
期

２
月

・
国
民
健
康
保
険
税
５
期

・
固
定
資
産
税
４
期町

収
納
対
策
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

問
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町長 3期目就任のあいさつ

世界自然遺産への歩み

どんどんまつり写真特集

町の話題

町からのお知らせ

健康トピックス

学校紹介（花徳小学校）／
題字紹介／目次

戸籍の窓・成人式案内

02
04
06
08
11
14
15

16

index

表紙写真

亀徳集落が、亀徳郵便局前の
港沿いを七夕飾りで飾り付けし
ました。青空にたなびく笹飾り
は、しゃらしゃらと軽やかな音
をたて、夏空を彩りました。
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/
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編
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・
発
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徳
之
島
町
役
場
企
画
課

成人を迎えられる皆さんへ

～広報誌への協力のお願い～

広報とくのしまでは「平成
28 年成人式」を迎えられる
方の子どもの頃の写真を募集
しています。写真は、「広報
とくのしま平成28年2月号」
の成人式特集で使用します。
皆さんの成人の思い出をより
良いものにするため、写真提
供に是非ご協力ください！

成人対象者全員の写真で広報紙
面を作成することを目指してい
ます。同級生やお友達に声をか
けてもらい、できるだけ多くの
方のご協力をお願いいたします。

◇お問い合わせ先◇
徳之島町役場企画課
☎ 0997-82-1111（内線 222）
ＦＡＸ＝ 0997-82-1101
kikaku2@tokunoshima-town.org


